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奈良県人権教育研究会


「男女」共生教育に関する調査（アンケート）に寄せられたご意見








【混合名簿・研修・授業】


☆混合名簿を実施しているところの実態・研修や授業


　○「なかま」などの教材を使っての取組、保健（性教育）や社会科、家庭科での取組、日々の指導など。


　○男女間でのトラブルは少ない。混合名簿で不都合な点は見られない。


　○年度初めに「男女」混合名簿の研修をしている。


　　（▲混合名簿になったとき前後には研修をしたが…というところが多かった。）


　○「男女」共生に対する考え方も、研修を重ねるうちに変わってきた。


　○人権参観に「男女」共生をテーマにして、懇談会でも保護者と話し合った。


　○男女とも、「～さん」づけで呼んでいる。　


　　○集団生活において、男女共生できる環境は大変重要であると考えている。日常生活の中で自然に意識づけられるように、心がけている。　


　○男女混合の並び方・グループ分け、女性参画の歴史やスポーツにおける女子参加の歴史などの学習。


　○日々の活動の中での声かけなどで、固定概念を植え付けないように気をつけている。色や遊び、～だからなど、決めつけた話し方をしないようにしている。お互いに気づいたことを知らせ合うなどの研修をしている。（幼保）


　○デートDV、性同一性障害、ジェンダー、男女共同参画社会についての研修や授業。


　　体育の授業において個人の希望を尊重し生徒自身が選択した授業を受けている。（高校）





☆混合名簿を実施していないところでも、実態や考え方にちがいがあった。


　○今回のことが協議をするきっかけになった。


　　・職員で話し合う機会をもった。


　　・企画委員会で提案した。


　　・人権教育推進委員会で話題に取り上げ、職員会議で意見交流したい。


　　・検討・協議していきたい。


　　・議論の場があればと思う。


　　・近いうちに行えるようにしたい。


　　・今後、機会を見つけて研修等、実施していきたい。


　▲行政が男女別の名簿で、それに合わせている。


　▲協議の予定がなく、必要性を感じていない。


　　・男女別の方が有益・合理的…生徒指導、成績処理、進路関係書類　保健関係書類　男女別授業　等


　　・人権教育等の実施で、現状に問題を感じていない。


　▲話し合ったが、事務処理が煩雑になるなどの理由で、男女別名簿のまま。（特に、保健関係）


　▲優先しなければならない別の課題があり、取り組めていない。


　　・必要性を感じている所属もあるが、感じていないところもある。


　▲混合名簿と男女共生を別のものと考えている。


　　・名簿は区別であって差別ではない。


　　・男女別の名簿で、支障がない。


　▲混合名簿の経験がないのでわからない。


　▲人権教育ではあるが、「男女」共生教育個別のものなのか、疑問に感じる取組もあった。


　





【中学校の体育の男女共修】





☆全単元、男女共修で実施している。


　○人数が少ない学校が多い。


　○体力差・運動能力差を、男女差ではなく、個人差ととらえ実践している学校もある。


  （安全面への配慮・評価基準等、共通理解を図っておく必要あり。）　








＜＜ご協力いただきありがとうございました＞＞














☆一部の単元だけ、男女共修で実施している。


　○実施内容は様々〔集団行動・体づくり運動・ラジオ体操・陸上競技・ダンス・剣道・柔道・球技・水泳など〕　


　○指導者（専門性・男性教員・女性教員）や物理的な都合（プール・時間割等）で実施。


　○学級のなかまづくりや体育大会に向けて、全学年（特定の学年）で同時期に実施。


　○男女共修の方がよいと考えて実施。





    　　　　　　・男女おたがいの特性を知り、良いところを学び合う。互いに協力しながら意欲的に取り組める。｢工夫｣が生　　　　生まれる


　　・男女仲良く和やかな授業になる。男女間の距離が縮まる。 


　　・生涯スポーツを見据えて、男女を問わず協力してスポーツに親しめる。


　　・陸上…個人種目なので。


　　・ダンス…一体感が出て盛り上がる上にリーダーも育つ。 


    


☆実施した感想・生徒の反応


　○毎年実施しているので、違和感なく活動。


　○小学校からの流れで、違和感なく活動。（１年生）


　○担当教員が、男女とも、生徒の名前を覚えられ、接することができる。


　○体力面・評価などの配慮は必要だが、男女仲良く和やかな授業が行える。


　○技術面でアドバイスしながらお互い向上しようとがんばる姿が見られた。





☆男女共修では、実施していない。


　▲男女の運動能力の差が大きい。体力向上に繋がらない。運動能力の高い男子から不満が出る。


　▲安全面を考えて｡けがの防止。


　▲思春期で、抵抗感を感じる。


　▲評価の問題。


　▲生徒指導上の問題。（規律がゆるむ。）


　▲メリットが一つもない。








【考察】


　混合名簿や体育の男女共修を実施しない理由には、書類上の煩雑さや教員自身の経験によるところが多く、女性差別撤廃条約にこめられた女性の不利益に対する配慮が見られないものがあり、その事をふまえた「男女」共生の意味や価値観も正しく伝わっていないように感じられる。また、区別は差別ではないという「男」「女」という性によって一括りに出来るという考え方は、性の多様性やセクシュアルマイノリティーの視点からみても、一人一人をしっかり見つめることの大切さからみても、考え直す必要があるだろう。また、実施してはいるが、取り立てて研修を行っていないというところも多かった。その意味からも、研修の必要性を感じた。


　中学校体育の男女共修について、実施している学校（全単元・一部）の実践が予想以上に寄せられたことは、非常に興味深い。運動能力やそれに伴う評価基準の問題が共修できない理由にあげられているが、逆に、実施している学校からもそれらに対する配慮が必要という声も上がってきている。体力差・運動能力差を、｢男女｣差ではなく個人差として捉え、全単元で共修を実施している学校の実践を、より詳しく知り、紹介できたらと考える。


　このアンケートをきっかけに｢話し合いをもった｣、｢考え直す必要もある｣などの動きは、ぜひ実践につなげてほしいと思う。男女の枠をとり除くことによって、教員が考える以上に子たちは「工夫」し、「男女」差を個人差と捉え、それぞれの可能性をのばし、自己決定自己選択し自分らしさに自信をもち、友だちへの心くばりもしているようである。その現場に立ち会いながら、さらに実践の交流が出来たらと考える。


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（奈人教　研究・推進委員会　「男女」共生教育部会）　














